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1.背景 
 共用機器センターでは、多様な研究機器を安全かつ効率的に運用するため、機器管理予約システムが

重要な役割を担っている。本システムには、予約管理だけでなく、利用者管理、メンテナンス管理、利

用料金計算、利用実績集計、成果管理、受託解析、セミナー管理など、多岐にわたる業務を支えること

が求められる。そのため、共用機器センターの円滑な運営には、運用に適した機器管理予約システムが

不可欠である。 

 

2.現場の課題 
 市販システムや既存システムでは、各施設固有の運用や業務フローに対応しきれない場面も少なくな

い。技術職員、事務職員、機器利用者は、それぞれ異なる立場でシステムを利用しており、旧システム

の運用時から多様な改善要望が寄せられていた。日常的に運用に携わる技術職員だからこそ、これらの

課題を的確に把握することができた。 

 

3.現場起点（Field-driven）のアプローチ 
 そこで本学では、「現場起点（Field-driven）」を基本方針として、日々の運用から得られた課題を分析

し、現場のニーズをシステムへ反映することを重視した。技術職員だけでなく、事務職員や利用者から

寄せられた要望を集約・整理し、優先順位を付けながら、実際の運用に適したシステムの要件を整理し

た。 

 

4.要件定義とメーカーとの共創 
 本システムは、技術職員とメーカーがそれぞれの専門性を生かして構築したものである。技術職員は、

現場で生じる課題を分析し、必要な機能を要件として定義するとともに、利用者や事務職員の意見を集

約してメーカーへ提案した。メーカーは、その要件をもとにシステムを実装し、運用を通じた継続的な

改善を重ねることで、現場に適したシステムへと発展させてきた。技術職員は、利用者・事務職員・メ

ーカーをつなぐ橋渡し役として、システム構築に主体的に関わった。 

 

5.名市大機器管理予約システムの特徴 
・機器と論文を関連付けた成果報告管理 

・予約から会計までの統合管理 

・メンテナンス管理 

・利用実績の可視化 

・セミナー管理 

・（受託解析管理） Fig.1 予約カレンダー画面 Fig.2 機器別成果報告画面 
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6.導入効果 

各立場から寄せられた要望を反映したことで、技術職員の管理業務の効率化、事務職員の事務処理の

省力化、利用者の利便性向上を実現した。さらに、情報の一元管理と業務の標準化により、共用機器セ

ンター全体を支える運営基盤として活用されている。 

 

7.水平展開への期待 

本システムは、現場起点の考え方とメーカーとの共創により発展してきた機器管理予約システムであ

る。同様の課題を抱える他大学・研究機関においても、一からシステムを構築することなく低コストで

導入でき、現場課題の解決に資する点が大きな特長である。 
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